










・資源評価
中位・横ばい（前年度 中位・減少）
2015年の親魚量（2,500トン）＞Blimit（2,400トン）
2016、2017年の加入増により、現状の漁獲圧で資源維持可能

・ABC算定
規則１－3－（2）
資源量＝現存量調査の甲幅組成より算定

・管理基準
シミュレーションにより資源水準が維持できると考えられた場合のF

資源評価のまとめと2016年ABCの算定方法

漁獲量資源量

・ 2017年まで増加
・ 2018年以降 横ばい～やや減少

各シナリオの将来予測

・ 2017年以降ほぼ横ばい
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・ 資源評価
高位・減少（前年度 高位・減少）
雄は現状の漁獲圧で余裕、雌は上昇した漁獲圧を下げるべき
Fcurrent<F0.1<F30%SPR

・ ABC算定
規則１－3－（2）
資源量と生物特性値で計算

・ 管理基準
現状の漁獲圧の維持 Fcurrent
適度な漁獲圧による漁獲 F0.1
親魚量の確保 F30%SPR

資源評価のまとめと2016年ABCの算定方法

2016年ABC

漁獲シナリオ
（管理基準）

Limit/
Target

F値
漁獲
割合

将来漁獲量
（トン）

確率評価（%） 2016年
漁期
ABC
（トン）

5年後 5年平均

2014年
親魚量
を維持
（5年後）

Blimitを
維持
（5年後）

現状の漁獲圧
の維持*
(Fcurrent)

Limit 0.14 13% － － － － 390

Target 0.12 11% － － － － 320

適度な漁獲圧による
漁獲 *
(F0.1)

Limit 0.16 15% － － － － 440

Target 0.13 12% － － － － 360

親魚量の確保*
(F30%SPR)

Limit 0.22 20% － － － － 590
Target 0.18 16% － － － － 480

*を付したシナリオは中期的管理方針に合致する

11




